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近年開発されたべ と・疫病防除薬剤の各種特性と効果的な使用方法

一　新規殺菌剤 アミス ル ブロム （ライメイ
 
）フロアブル 　ー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日産化学工 業  農業化学品事業部 企画部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本田 卓

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 一

はじめに

　ア ミス ル ブ ロ ムは ，日産 化学工業（  で創製され た，ス ル ホン アミド系新規殺菌剤で ある。 ア ミス ル ブ ロム を17．7％（W ／W ＞含

む本剤は，卵菌類に 属す る植物病原菌に殺菌活性を有し，2008年 4月 30 日に，新規べ と病・疫病用殺菌剤 「ライメイ
 
フロ ア

ブル 」として 登録 が認可 され ，同年 5 月 に 上市され た。本剤は海外 20力国以 上で 開発 が進 め られ てお り，うちイギリス などでも

登録認可された。ばれ い しょ
・トマ ト疫病やぶどう・きゅうり・メロ ン ベ と病など，多発すると壊滅的な被害を生 じる世界的に重要

な病害か ら作物を守るために貢献できるもの と期待され る。

　なお ， アミスル ブロ ム はあぶらな科野菜根こぶ病や ピシ ウム菌病害などの 土壌病害にも優れた防除効果を有してお り，現在

土壌処 理 に適した製剤を開発中で ある。本稿で は，べ と病・疫病用散布剤としての 本剤の 各種特陸と使用方法につ い て，これ

まで得られた知見の 概要を紹介す る。

1 有効成分と性状

一
般名 ：

試験番号 ：

化学名：

ア ミス ル ブロ ム （ainisUlbrom ）

NC −224

3− （3一プロ モ
ー6一フル オ ロ

ー2一メチル イン ド
ー

ル
ー1一イル ス ル ポニ ル ）− N ，N 一ジメチ ル

ー1，
2，4一トリアゾー

ル
ー1一スル ホン ア ミド

構造式：

Br

F
一SO2N （CH3）2

分子式 ：

分子量 ：

CAS 　NO．；

融点：

蒸気圧 ：

水溶解度 ：

bρ 9　Pow ：

Ci3｝−li3BrFNsO4S2

466．31

348635−87−0

128．6 〜130．0℃

1．8× 10略 Pa（25℃）

0．llrng／L （20℃）

4．4

2 安全性

本剤の 人 畜に対する安全性 は 普通物相当に分類され るが，眼に対して朿1亅激駐があるの で，眼に入らない よう注意し，使用後
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は 洗眼す ることが必 要で ある。また，眼に 入っ た場合に は 直ち に水洗し，眼科医の 手当を受けるこ ととされ て い る。

急性経 口 毒性 （ラッ ト）

急性経皮毒性 （ラッ ト）

急性吸入毒性 （ラッ ト）

皮膚刺激性（ウサ ギ）

眼刺激性 （ウサギ）

皮膚感1乍性 （モ ル モ ッ ト）

しD50 ＞5000  ／kg

LD50 ＞5000  ／ 

LC50 　＞6．43mg／L

刺激性なし

中等度刺激性

感作性なし

　水産動植物 へ の 影響は ， 登 録内容 に従っ て使用する限り特に 心配無い が ， 使用残りの 薬液が生じない ように調製を行い
，

使 い 切ること，散布器 具及 び 容器 の 洗浄水は河 川 等に流さない こと，また，空容器 等は水産動植物に影響を与えない よう適切

に処 理することなど注意が 必要で ある。

　　 コ イ　　　　　　　　 LC50（96hr）12　mg ／L

　　 オオミジン コ 　　　　 EC50（48hr）0．31　mg ／L

　　 緑藻　　　　　　　　　　　　　ErC50（72hr）1．9　mg ／L

　また，鳥類に 対す る安全陸は高く，主 な有用昆 虫等へ の 影響は 試験を通じて 以下の ごとく明らか となっ て い る。

　　　セイヨウミツバ チ（接触，経口 ：原体）　　　 LD50 ＞100μ g／bee

　さらに ， 散布後翌 日の 導入でセ イヨウミツバ チ ，
マ ル ハ ナバ チ群態へ の 影響もない ことが，本剤 の 圃場試験で確認されてい

る。

　カイコ 4令起蚕（人 口飼料混入 経口 ：原爾 桑葉へ の 500倍散布 による想定最大暴露量の 10倍となる 10mg／50g飼料の 処

理で 影響は認められなか っ た。

ミミズ （土谿 昆和，接触：原体）LC50 ＞ 1000　ppm （本剤 200倍相当の 濃度）

　本剤 2000倍相当以上 の 濃度で 安全性が 確認された 天敵

　　 チ リカブリダニ 成虫 （跏 o画 抽 3 ρθ磁 蛤 THIAS −HENRIOT ）

　　 ミヤコ カブリダニ 成虫 伽 6加 θ癇 α 伽   伽 （McGregor））

　　 シ ョ クガタマ バ エ 2 令幼虫 い助 勲 弼 碍 鋤 跏 蜘

　　 ハ モ グリコ マ ユ バ チ成虫 （Dacnusa　Sibin
’
砌

　　 ヒメクサカゲ ロウ幼虫（（）htysoperla　CEtinθa）

　　 ウヅキコ モ リグモ 幼体（Ritziosn　astrigera）

　　 コ レ マ ン アブ ラバ チ成虫（Apin
’
dius　colematv ）

さらに，ア ミス ル ブ ロ ム は選 択 性の 高い 殺菌剤で あ り，下 記 イース ト菌 へ も影響を及 ぼさない ことが確認され てい る。欧州で

実施した， ぶどうか らの ワイン醸造・テイス ト試験で 悪影響は認められなかっ た。

　　　　　磁 α わホα 曲 叨 μα嫩 05∂　（酵母）

　　　　　5kiccharomMces　cereval 　vhe （パ ン酵母）

　現在設定されて い る残留基準（厚生労働省告示 ：2008年 4 月 30 日）は，ばれい しょ：0．05ppm，トマ ト：2ppm，きゅうり：0．7ppm，

メロ ン ：0．05ppm，だいず ：0．3ppm， ぶどう：3ppmで ある 。

3 本剤の 特徴

　本剤に含まれる新規成分『アミスル ブロ ム』は問題病害であるべ と病，疫病に圃場試験 で卓効を示すことが確認され てい る。

特 にば れい しょ疫病 とぶ どうべ と病に 対 しては，日本だけで なく欧州で の 延 べ 50 箇所を越える圃場試験 の 結果，ばれい しょ

塊茎とぶどう果実を安定して保護する効果が 優れて い るとい う特徴が 明らか となっ た。

　ば れ い しょ疫病菌の 生活 環の 殆 どの ス テ
ー

ジにお い て，アミスル ブロ ム は 殺菌力を有 した。特に遊走子の う，遊走子 に対す

る効果が高い ため，感染を未然に防ぐ予防効果が主体の 剤で ある。（図一1）
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図
一1 ばれ い しょ疫病菌生 活 環にお ける阻害効果

　本剤を散布した ばれ い しょ 葉に経時的 に水滴を載せ ， その 水滴中の ア ミス ル ブ ロ ム 濃度と疫病菌遊走子 の うの 間接発芽阻

害を観察した 結果，長期に わた る効果の 持続 陛とそれ を裏付けるアミス ル ブロ ム 濃度が確認感れた。（図
一1）
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図
一2 ばれ い しょ葉面水滴中の アミスルプロム濃度と遊走子 の うの 発芽阻害

　また，本剤処理 後の アミス ル ブロ ム の 葉内の 存在鮒 立を調べ た結果，6 時間後に約 5 割が クチ クラ層 に浸透，7 日後には 8

割を超えた。（図一3）散布後 に 比較的速やか にクチ クラ層に浸透するこ とが，効果の 持続 陸に加えて 優れた耐雨腔を持つ 本

剤の 特徴に寄与して い ると考えられ る。
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葉内 存在部位 の 割 合
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40％
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6時間 後 184．3％

■ 葉の 表 面

　　　 4 日後 1　52．3％ 　 　　　 7日 後 176 ．8％

処 理後の 時間ノ回収 率（％ ）

　■ クチクラ層　鬮 葉の 内部

図一3　 ばれい しょ葉内へ のアミス ル ブロ ム 移行性

　さらに，本剤は感染後の 散布であ っ ても罹病葉で の 健全な遊走子の う形成を阻害し， 感染能力の ある遊走子 の 放出をも強く

抑える効果を有して い るこ とが判明した。（図一4）効果の 持続性，耐雨性 に加えて，この ユ ニ
ークな二次感染阻害作用は，圃

場に おける本剤 の 優れた予防効果の 理 由である ばか りで なく，塊茎や果実の 腐敗を顕著に防ぐ効果の 所以 ともなっ てい ると

推測できる。

に薬剤散布＋湿 潤24h （胞子誘発）　　　　 発芽阻害効果の 測 定

　　　　　　　 および遊走子 の観察

　　　　　　　　　　　　↑

驃
　　　　　 うに滅 菌水 内 へ

アミスルフ ロム

濃度

子発 牙 臨

　（％）

阻 口 　 果

　 （％ ）

　 子の

状態

憩Ω2陰肱 ＿ ＿ ＿ ＿窰Ω、Ω＿諞 一 75．1 苧止 彳 、朋

．i泣註駐m ＿ ＿ 21．3
．．．■．．．■．．．閹．鬥．囚．．．■．．．，．．卩．■鬥．剛1剛唱嗣唱剛旧．μ．卩■．．．．囿．
　 　 73．6

1．．圏．回．．．．．1．．．．．．．．国．．．．．．．．．．■．閣．■．闥．．．．．．．．L．．．．剛．囿．■．■．圃．圓．．．．．．
停止 後 、 崩壊

Cont．
．閥即．．．剛．．．■．■．■．■．■．剛．囗．■．．．■．閹．閣．H．H．．．．．．．．．．．
　 　 80．5

閂’”．”閣’’’”．”．”．”．”．
＝
…’…’剛… 闇．嗣圏Il．1．圏同四．剛．■．■．囿．闇．鬮．■．■．．．．1隔．閹．圏．■．■．圏．鬪．．．．．．．．．．．．．．

　　 遊泳

図
一4 感染後散布の 後に形成された胞子 へ の アミス ル ブロ ムの 影響
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4 登録内容

　本剤は ， ばれい しょ
・トマ ト・ミニ トマ トの 疫病 ， だい ず・きゅうり・メロ ン ・ぶどうの べ と病 に登録がある。さらにだい ず につ い て

は茎疫病へ の 適用も取得した（表一1）。現在，あずき・ほうれ んそう・レタス ・非結球あぶらな科葉菜類やか んきっ 等の 作物へ

の 適用拡大も予定してい る。

表一1 ライメイフ ロ アブル の 登録作物 ， 適用病害および使用方法 （2009年 2 月 1 日現在）

作物名 適用病害虫名 希釈倍数 使用液量 使用時期

本剤の

使用回数

齟

方法

アミス1レプロムを含

む農薬の 総使

　 用回数

500倍 25L ／10a

4回以 内ばれ い しょ 疫 病 4 回以 内

L 2000〜3000倍 収穫 7 日前ま

で

べ と病

だい ず 2000倍 3回 以 内 3回 以内

茎疫病

100〜300

トマ ト

疫 病
L／10a 黼

ミニ トマ ト
収穫前 日ま

2000〜4000倍
で

4 回以内 4 回以内

きゅうり

メロ ン

べ と病

ぶどう 3000〜4000倍

200〜700

L／10a

収穫 14 日前

　 まで
3回 以内 3 回 以内

使用上の 注意事項

　 （1） 本剤は貯蔵中に分離ずることが あるの で ， 使用に 際して は容器をよく振ること。

　　  　石 灰硫黄合剤やボル ドー液等アル カリ性農薬との 混用は避けること。

　 （3） 散布量は，対象作物の 生育段階，栽培形態及び散布方法に合わせ て調節するこ と。

　 （4） ばれい しょに対して 希釈倍数 500倍で散布する場合は，少量散布 に適合したノズ ル を装着した乗用型の 地上液剤散

　　　　布装置を使用すること。

　　  　メロ ン に使用する場合 ， 高温時に散布すると葉に薬害を生 じることがあるの で 注意すること。 また，薬害を助長するこ

　　　　とがあるの で 展 着剤の 加用は しない こと。

　　（6） ぶ どうで 使用する場合，無袋栽培は果実肥 大中期（あずき大）以降 有袋栽培は果実肥大中期（あずき大）以降袋か

　　　　け前まで の 散布で は，果粉の 溶脱が生 じることが あるの で十分注意すること。

　 （7） 予 防効果主体の 剤なの で，出来るだけ発病前又 は発病初期 に散布す ること。

　 （8） 本剤の使用 に 当たっ ては ， 使用量 ， 使用時期，使用方法を誤らない ように 注意し，特に初め て使用する場合は，病害

　　　　虫防除所等関係機関の 指導を受けることが望ましい
。

5 主要対象における上手な働 ・方

1．ばれ い しょ疫病

　ばれ い しょ疫病は北海道を中心 に 全国的に 発生が認 め られ て いる病害で ， 降雨により発生が誘発される。北海道で は，
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FLABS （ばれい しょ疫病の 初発予測シ ステ ム ）が導入され ，
い つ か ら防除をすればよい か の 発生

・
予察 ， 適期防除が 可能となっ

てきて い るが ， 疫病は初発か ら蔓延 に至 るまでの 期間が短い ため ， 発 生すると壊滅的な打撃を受けることが ある。

　したが っ て，本剤は 予防効果の 優れた持続性（表
一2）を生か し，初発前か ら開始される 7−10 日間隔の 予 防散布ロ

ー
テ
ー

シ

ョンプロ グラム の 中に組 み 込 む ことがで きるほか ， 耐雨性が優れて お り（表
一3）， 塊茎腐敗防止効果が高い （図一5）ことか ら， 塊

茎肥大期以降の 使用により，塊茎腐敗の 低減も期待で きる。

　特に塊茎腐敗が多発すると想定される圃場で は，黄変期か ら収穫前に使用することで塊茎腐敗を抑える効果があると考え

られる。

　　　　　　　　　 表
一2 バ レ イシ ョ疫病に対する予防効果の 持続陸（ポット試験）

　　　　　　　　　　 予防試験 （薬剤散布翌 日に接種）

持続試験（薬剤散布7日後に接種）

表
一3 バ レイシ ョ疫病防除効果に対する降雨の 影響（ポッ ト試験，散布 2時間後降雨）

アミスルブ ロ ム フロ アブル

B水 和剤

Aフロアブル

無処 理

　 　 　 　 　 0 5 10 15 20 25 30

　　　　　　　　　　　　　　　　　塊茎腐敗率（％）

図
一5 バ レイシ ョ塊茎腐敗病 に対する圃場試験成績（2003−e7 年欧州 17試 験平均）

2．トマ ト疫病

　本剤は ， トマ ト疫病に対 してもばれい しょ疫病と同様，優れた持続性と耐雨性が確認され て いる。 さらに ， 海外に おける複数

の 試 験結果か ら果実腐敗防止効 果 が 高く， 果 実の 汚れ もほ とん ど認められない。（写真一1）

　また，前述の ようにマ ル ハ ナ バ チ の 再導入も本剤を使用した翌 日には 可 能なの で ， 開花期から収穫期まで の 広 い 時期に安

心 して使用 できる。
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写真rl ライメイフロ アブル 散布直後のミニ トマ ト

3．きゅうり
・メロ ン ベ と病

　本病害は，近年ス トロビ ル リン 系薬剤の 耐性菌発達により，接触型の 予防剤を主体とした防除が なされて い る。

　本剤は，ウリ類べ と病 には ある程度の 浸達性と病斑形成を阻害する効果を有してい る（表一4）の で，初期の 発生が認 め られ

た場合でもしっ か りした予防効果を持続し，更なる発病進展を止 めるの に有効で ある。ただ し，耐1生菌発達の リス クを少なくす

るため，本剤 の 連用 は最大2回 に留 め，同
一

作で 3 回 以上使用 する揚 合に は，作用機序の 異なるべ と病殺菌剤を途中 2 回以

上 散布した場合に 限定することが 望ましい。

表
一4 きゅうりべ と病特性試験

浸達性

防除価 （％）

供試薬剤 葉表散布→ 葉
亠

接種
廾亠

散布 → 董 表接種

50ppm 25ppm 50ppm 25ppm

ライ メ イ フ ロ ア ブル 100 100 100 85

病斑 形成 阻 宝 交果 （接種 1 日後 散布処 理 ）

防除価 （％）
供試薬剤 400　 m100 　 m 25　 m

ライ メ イ フ ロ ア ブル 100 80 10

4 ．ぶ どうべ と病

本剤は ぶ どうべ と病に 極めて 優れ た予 防効果を持 つ 。しか し，晩腐病など へ は効果 を示 さない の で 同時 に複数の 病害を防

除した い 場合には 注意が必 要で ある。また，無袋栽培 は 果実肥大中期 （あずき人）以降，有袋栽培は 果実 肥 大 中期 （あずき

大）以降袋か け前まで の 散布で は，果粉の 溶脱が生じることがあるの で 十分注意する。

5 ．だい ずべ と病および茎疫病

　だい ず茎疫病は ， 水 田転換畑 に おけるだ い ず 生 産 にとっ て 主要な 阻害要 因の
一

つ として認 知度が 上 がっ てい る病害であ

る。本剤を予防的 に散布することで高い 防除効果を発揮することがわか っ てい る。（図
一6＞しか し，感染時期を事前に予想 して

適期に 散布す ることは
一

般的に 容易で ない 。発芽後の 初期に感染発病した場 合に多大な被害を生じる本病害に対 して は，ア

ミス ル ブロ ム を成分とする種子処理専用剤の 開発 を進めて お り， 本剤に よる散布処理とともに有効な防除手段を農家に提供で

きるもの と期待して い る。
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平均陵除価
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ライメイフロアブル 2000倍 C 水和剤 500倍

図S だいず茎疫病に 対する委託 試験（2005−07年）結果

おわりに

アミス ル ブロ ム （ライメイO）フロ ア ブル は，散布剤 として卵菌類に よる地上病害に 対し高い 予 防効果を有 し，しっ か りした持続

性と耐雨性，さらには二 次感染を抑える効果も加わ っ て 圃場で安定した効果を発揮する 。 人畜毒性 はもちろん環境生物や有

用 昆 虫等 へ の 安全性も高い ことか ら，使用者が安心して使える殺菌剤で ある。現在の 適用作物 はばれい しょ，トマ ト，だ い ず

などの 疫病・べ と病に限られるが，今後茎疫病やあぶらな科野菜の 白さび病など他の 卵菌類に よる各種作物の 地上病害に 随

時適用を広げてい く予定で ある。

さらに，アミス ル ブロ ム は，あぶ らな科野菜根こ ぶ 病やばれ い しょ粉状そ うか 病などの 変形菌類 ， 芝ピ シ ウムや て ん さい 黒根

病などの 卵菌類による土壌病害にも有効であることが 確認されて い る。これ ら土壌病害に は 土壌処理 に適 した別 の製剤で の

開 発 を進め てい るとこ ろで あり，将来的にアミス ル ブロ ム を活用したさまざまな病害防除技術を提案で きるもの と考えて い る。

今後とも，指導機関，流通関係者の 皆様と連携しなが らアミス ル ブロ ム 剤の 上手 な使 い 方を広め てい きたい と考えてお り，
ご

指導，ご助言をお 鵬 ・す る次第である。
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